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 日本エマージェンシーアシスタンス株式会社 
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Ⅰ. EAJ事業内容のご説明 



◇ EAJは「安心」を提供する企業です。  

◇将来は、民間の領事館のようになりたいと思っています。 

ＥＡＪは顧客の皆さんに「安心」を提供します。 
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国際化を余儀なくされる日本経済にとって海外市場、とりわけアジア市場との関わりは避けて通れません。しかし、海外
にいる時でも、日本と同じような医療を受けられることが保証されていたら、どれだけ安心でしょうか？ 
 
ＥＡＪは、クロスボーダー/クロスカルチャーで活躍するお客様に対して、言語や社会制度、カルチャーギャップのある海
外でも、安心して医療などの必要なサービスを受けることができるように、 現地のインフラとお客様の間に入って、コー
ディネートする仕事を行っています。 
 
ＥＡＪは世界のあらゆる地域で「安心」をサポートできるよう業容を拡大し、お客様が安心して活動できる世界を広げます。 

現在、海外にある日本領事館は、医療関係、事故などの対応窓口として海外で生活する日本人を保護する業務をして
おり、海外で暮らす日本人にとって大変重要な存在です。  
 
けれど海外で欲しいサービスは様々です。ＥＡＪは民間であることを生かして高いレベルのサービスを提供し、海外で生
活してビジネスを行う日本人が頼れる存在になりたいのです。 
 
例えるならば、警察があっても民間警備会社があるように、日本郵便があっても宅配会社があるように、大使館・領事館
があってもＥＡＪがあるというような存在になりたいと思います。 
 
そして、世界中どこででも安心と安全を提供できる企業を目指します。 



日本の高度医療や健康診断を受診される外国人
患者等に対して、日本での受診を支援する一連の
サービスを提供、日本医療の海外輸出支援も実施 

企業や官公庁の海外駐在者や海外出張者に対し
て、医療アシスタンスサービスを提供するとともに
企業の安全対策を支援 

医療アシスタンス 
海外旅行保険加入者に対して、海外旅行中や出
張中の医療事象発生時に、様々な医療アシスタン
スサービスを提供 

海外旅行保険の付帯として
のアシスタンスサービス 

事業法人向け 

医療アシスタンスサービス 

国際医療コーディネート
サービス 

海外でのテロや暴動を含むセキュリティ分野の危
機管理サービスを提供 

事業法人向けセキュリティ
アシスタンスサービス 

事業 展開する主なサービス概要 

クレジットカード会員向け 

コンシェルジュサービス 

ハイクラスクレジットカード会員に対して、主に海外
でのコンシェルジュサービスを提供 

留学する学生に対して、海外医療アシスタンスサー
ビスを提供するとともに大学の安全対策を支援 

大学向け 

医療アシスタンスサービス 

当社事業 
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ライフアシスタンス 
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ＥＡＪのビジネスモデルの進化 

2003年１月会社設立 

2012年6月ＪＡＳＤＡＱ市場上場 

2011年 医療滞在ビザの身元保証
 機関第１号として登録 

2015年 医療渡航支援企業に認証 

2013年 Hill & Associates社と提携 

2015年 ユナイテッド・ヘルスケア・
 グローバル社と提携 

2015年 スパーテント・グローバル・
  ソリューションズ社と提携 

医療アシスタンス事業 
（医療搬送に強みを持つ） 

ライフアシスタンス事業 

インバウンド事業強化 
（外国人患者受入強化） 

セキュリティ事業強化 
（医療＋セキュリティの 

トータルリスク管理） 

EAJはお客様の「安心」「安全」のためこれからも進化を続けます 



ＥＡＪのネットワーク網 
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７ヶ国に海外センターを配置 (  米国、中国、タイ、シンガポール、英国、フランス、バングラデシュ) 

拠点数は全世界で12カ所、グループ要員数は310名 

世界各国で提携関係にある11,586件の医療機関と4,392件の海外プロバイダーを活用しサービスを提供 

アジア地域 
医療機関：3,753件  

プロバイダー：3,097件 

（内中国） 
医療機関：2,225 件 

プロバイダー：2,902 件 

北米地域 
医療機関：2,505 件 

プロバイダー：177件 

日本 
医療機関：1,577件 

プロバイダー：218件 

大洋州地域 
医療機関：397件 

プロバイダー：53件 

アフリカ地域 
医療機関：486件 

プロバイダー：100件 

欧州地域 
医療機関：2,030件 

プロバイダー：548件 

中南米地域 
医療機関：614件 

プロバイダー：83件 

※プロバイダーとは当社がアシスタンス業務において協力を依頼する機関を指します。 

中東地域 
医療機関：224件 

プロバイダー：116件 
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独自性 
  日本資本で唯一アシスタンス事業を専業とし、世界規模でサービスを提供。 
  また、上場している（東証JASDAQ）アシスタンス会社は世界でも稀である。 

インバウンド（外国人患者受入）事業のリーディングカンパニ― 
  外国人患者受入で業界でも主導的地位を保持し（医療ビザ申請第１号企業）、 
  医療渡航支援企業に国内で初めて認証される。 

サービス品質の高さ 
  複数の言語を話し、保険と医療に詳しい日本人スタッフを多く擁し、日本人   
  ならではのきめ細かいサービスを提供。 

医療搬送に強みを持ち、医療アシスタンスの全領域をカバー 
  海外で病気や怪我をした患者様からの電話の受付、医療機関紹介から搬送 

    までワンストップで実施する会社は日本企業では当社だけである。  

独自性/強み 

ビジネスモデル 

ＥＡＪのポジショニング 

高い新規参入障壁 
  新規参入時に医療機関ネットワーク網の構築、バイリンガルのコーディネー 
  ター等優秀な人材の獲得・教育が必要であり、多額の初期投資がかかる。 
  また、セキュリティ事業構築には独自の人的コネクションが必要である。 

セキュリティ事業を強化、医療とセットで海外リスクマネジメントを実施 
  全世界でセキュリティアシスタンスを提供。今回スパーテント社と提携によりセ 
   キュリティ事業強化。医療とセキュリティの総合リスク管理サービスを提供。 



Ⅱ. 2015年度第３四半期連結累計期間の決算報告 



 売上高          1,931百万円（前年同期： 1,644百万円） 

 営業利益      96百万円（前年同期： △21百万円） 

 経常利益      90百万円（前年同期： △30百万円） 
 

 売上高は1,931百万円となり、前年同期比で17.5％の増収であった。 

 医療アシスタンス事業の売上は前年同期比で21.2％増。 

 ７～９月の海外出国者数については9月（前年同期比100.3％）を除き前年を下回った
が、当社のアシスタンスサービスに関する売上高（ケース売上）は前年を上回った。 

 法人・大学・セキュリティ売上が好調であった。 

 外国人患者受入事業で今期は前年同月比で売上が増加した。 

 ライフアシスタンス事業の売上は前年同期比で1.4％増。 

 売上は順調に増加している。 

 
 円安による海外センター費用の増加と人材・ＩＴへの投資費用が増加し、費用総額は

増加した。一方、｢EAJリエンジニアリング｣への取組により、人件費を中心に費用増
を抑制できたため、営業利益は96百万円となった。 

 
 営業利益、経常利益ともに前年度から大幅改善した。 

 

 

 

第３四半期の業績サマリー 
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 比較的堅調に業績は推移した。 

    円安の継続等による海外出国者数の減少という厳しい環境の中で、着実な業務遂行と積極的
な営業活動を実施することにより、ケース売上、法人売上ともに堅調に推移し、在日外客数の増
加を追い風に外国人患者受入事業も好調であった。 

    また、効率的な業務運営を実施する「ＥＡＪリエンジニアリング」により、人件費を中心にコストコン
トロールをきっちり実施し、利益を計上できた。 

    上記により、第３四半期の業績は比較的堅調に推移した。 

 

 医療渡航支援企業に国内で初めて認定される。 

    ９月４日に「医療渡航支援企業」に国内で初めて認証された。「医療渡航支援企業認証制度」
は、日本で治療を受ける外国人が安心して医療サービスに関する相談や受診の支援が受けられ
るよう、一定の基準を満たした質の高い支援サービスを提供できる企業に日本政府が”お墨付き”
を与える制度である。 

     この認証により、当社と当社のインバウンド業務に対する信頼が増し、海外からの患者受入が
一段と増加することが予想される。 

 

 スパーテント・グローバル・ソリューションズ社とパートナーシップ契約を締結。 

    ９月２日にセキュリティ事業を強化するため新たにスパーテント・グローバル・ソリューションズ社
とパートナーシップ契約を締結した。 

    スパーテント社はアフリカ、中東、中南米などの生活環境の厳しい地域におけるリスク低減コン
サルティングに強みを持ち、この提携により当社のセキュリティリスクへの対応力が強化される。 

 

 

第３四半期および直近のトピックス 
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前年同期 
（売上高利益率） 

第３Ｑ 
（売上高利益率） 

売上高 1,644 1,931 

営業利益 
△21 

（△1.3％） 

96 
（5.0％） 

経常利益 
△30 

（△1.9％） 

90 
（4.7％） 

四半期純利益 
△20 

（△1.2％） 

72 
（3.7％） 

売上高 
 -前年に比べ海外出国者数が減少している 
 中で、アシスタンスサービスに関する売上 
 は前年比で増加し、法人・大学、インバウ 
  ンド事業及びライフアシスタンス売上も 
  順調で前年比で増収となった。 

 
費用 
 -サービス体制強化のための費用が増加 
  ・グローバル人材の採用と教育 
  ・医療機関ネットワークの拡充 
 -円安による海外センターのコストの増加 
 -リエンジニアリングによる人件費等の費用 
 の抑制    

第３四半期連結累計業績 

（単位：百万円） 
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※ 調整額とは、各報告セグメントに配分していない全社費用のこと。 
※  セグメント利益の合計額は四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。 

前年同期 第３Ｑ 

売上高 利益 売上高 利益 

医療アシスタンス事業 1,335 140 1,618 277 

ライフアシスタンス事業 308 84 312 76 

調整額※ ‐ △246 ‐ △257 

セグメント合計 1,644 △21 1,931 96 

●医療アシスタンス事業は、海外出国者数が減少したものの、アシスタンスサービスに関する売上 
 （ケース売上）は前年同月比で増加した。 
●医療アシスタンス事業における外国人患者受入に係る売上（インバウンド売上）は堅調に推移し、  
  前年同期比で143.1％であった。 
●ライフアシスタンス事業は前年同期比で売上が増加した。 

セグメント別業績ハイライト 

（単位：百万円） 
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2014末 （構成比） 第３Ｑ末 （構成比） 

資産合計 1,995 （100％） 2,055 （100％） 

 流動資産 1,690 （85％） 1,741 （85％） 

 固定資産 305 （15％） 313 （15％） 

負債合計 1,401 
 

（70％） 
 

1,404 
 

（68％） 
 

 流動負債 1,211 （61％） 1,272 （62％） 

 固定負債 189 （９％） 132 （6％） 

参考：借入金残高 941 （47％） 883 （43％） 

純資産合計 594 （30％） 650 （32％） 

資産 
  -医療立替金の回収による現金及び 
  預金の増加    

負債 
  -金融機関からの借入金を返済  
    

純資産 
  -当期純利益が増加 
  -配当金の支払いによる資本剰余金が  
  減少 

第３四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 



Ⅲ. 各種施策の取組み状況のご説明  



2015年全社重点事業目標の進捗状況 
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全社重点事業目標 

全業務にわたる業務品質の向上と組織間の協
力体制の強化 

情報基盤の早期完成と習熟度のアップ 

高機能電話システム導入により全世界センター
を１つのヴァーチャルな拠点として捉えることが
でき、サービス品質向上、効率化を進めている。 

「基幹業務システムの改善・再構築」を完了。今
後は、システムの高度機能を生かした効率的な
運用を目指す。 

国際医療インバウンド患者数の大幅拡大 
医療渡航支援企業に認証され、認知度が向上
し患者の受入数増加が予想されるが、より責任
を持って高品質サービスの提供を目指す。 

EAJリエンジニアリング 

－構造改革で利益を上げる－ 

全社的なリエンジニアリングの取組みにより、全
業務について少数精鋭での処理体制作りに取
組み第３Ｑの黒字化に貢献した。 

進捗状況 

法人契約及び大学契約の価値増大 

顧客群拡大への取り組み 

セキュリティサービス事業を強化し、医療とセ
キュリティを全世界に提供することで、法人及び
大学向けアシスタンスの売上の拡大を目指す。 



 

 

「第７回 国際医療搬送・医療講習会｣の実施 「第７回 国際医療搬送・医療講習会｣の結果報告 

各種施策に関する主要NEWS RELEASE 
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スパーテント・グローバル・ソリューションズ社と 

パートナーシップ契約を締結 
～ＥＡＪ・スパーテント社提携記念セミナー～開催 

 

各種施策に関する主要NEWS RELEASE 
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当社が「医療渡航支援企業」に認証されました。  損害保険ジャパン日本興亜株式会社が開発した外国人旅行者
向け 「訪日旅行保険」の国内アシスタンス業務の受注について  

各種施策に関する主要NEWS RELEASE 
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 インドネシア共和国社会省の防災視察団が当社を訪問  当社訪問の様子 

各種施策に関する主要NEWS RELEASE 
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Ⅳ. 第３四半期実績及び通期業績予想について 
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第３Ｑ累計実績 通期予想 進捗率 
（３Ｑ累計実績/通期予想） 

売上 1,931 2,500 77.2％ 

営業利益 96 90 107.0％ 

経常利益 91 80 113.4％ 

四半期(当期) 

純利益 
72 65 110.9％ 

平成27年12月期の業績見通しにつきましては、引き続き円安の継続により海外出国者数がさらに減少することも予想さ
れるため、第４四半期の売上・利益予想を保守的に見積もっており、平成27年７月22日に別途公表している「業績予想
の修正に関するお知らせ」から変更しておりません。  

第３四半期累計実績の進捗率について 

（単位：百万円） 

第３四半期累計売上の通期予想売上に対する進捗率は77.2％である。 
第３四半期累計利益の通期予想利益に対する進捗率はいずれも100％を超えた。 
第４四半期の状況は現段階では不透明であり、通期予想の修正は行わない。 
円安が継続する厳しい経営環境の下、第４四半期は引き続き好調な業績の維持を  
   目指す。 



Ⅴ. 株式分割について 
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９月１日に1株を２株に分割する株式分割を実施 

目的  
株式の流動性の向上と投資家層の拡大 
株主還元の更なる充実 

 

概要  
分割の方法  

 平成27年８月31日を基準日とし、同日最終の株主名簿に記載または記録され 
       た株主の所有普通株式１株につき２株の割合をもって分割した。  

分割により増加する株式数  
 ①株式分割前の発行済株式総数    1,224,600株  
 ②今回の分割により増加する株式数  1,224,600株  
 ③株式分割後の発行済株式総数    2,449,200株  
 ④株式分割後の発行可能株式総数   8,304,000株  

 

資本政策について 
今後も市場動向を見ながら機動的な資本政策を実施していく。 



Ⅵ. 医療渡航支援企業について 
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医療渡航支援企業に認証される 

９月４日に「医療渡航支援企業」に国内で初めて認証された。 

 「医療渡航支援企業認証制度※」は、日本政府の成長戦略の一環として、来日して治療を受けようと
する外国人が安心して医療サービスに関する相談や受診の支援が受けられるよう、一定の基準を満た
した質の高い支援サービスを提供できる企業に日本政府が”お墨付き”を与える制度である。 

※「医療渡航支援企業」の認証基準 
（１）医療滞在ビザ身元保証機関である。 
（２）旅行業登録している。  
（３）一定数以上の外国人患者の受入実績がある。（直近2年間の受入実績が平均で年間150名以上） 
（４）医療機関からの推薦がある。  
（５）プライバシーマークを取得している。  
（６）顧問医に随時相談できる体制を有する。  
（７）渡航受診者への説明するプロセスや必要な書類を整備している。  
（８）事業計画（受入渡航受診者数の見込み、研修計画など）を認証組織に示すこと。  
（９）受入支援業務の状況を把握している。  
（１０）その他事項（例：渡航受診者の渡航に関して、訪日前の調整から帰国後のアフターサービスサポートまで責任を 
    もって対応する。 等 

この認証により、当社と当社のインバウンド業務に対する信頼が増し、海外からの患者
受入が一段と増加することが予想される。 
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医療渡航支援企業の役割 

認証機関（※ＭＥＪ） 

医療渡航支援企業（ＥＡＪ） 
外国人患者の医療渡航をコーディネートする企業 

受入医療機関 

・ＥＡＪと提携している国内医療機関 

・日本国際病院（※仮称） 

※Medical Excellence JAPAN  
※政府の健康・医療戦略本部の 医療国際展開タスクフォースインバウンド・ワーキンググループが認証ガイドラインを作成しております。  
※「日本再興戦略」では、外国人患者を受け入れる意欲と能力のある病院を「日本国際病院（仮称）」に位置付けるとしております。 
※図は「医療渡航支援企業の認証及び渡航受診者受入医療機関の外国への情報発信に関する考え方」 平成27 年６月  
  医療国際展開タスクフォースインバウンド・ワーキンググループを参照 

来日する外国人 
日本の高度医療を必要としている患者の方 

患者の病状に応じ
たマッチング 

医療コーディネート 
サービスの提供 

サービス
の対価 

医療行為の対価 
（EAJが保証） 

検診・医療 
サービス 

認証 
政府の「お墨付き」 

認証基準(※) 
作成・公開 

申請 
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インバウンドの外部環境と当社の対応 

インバウンドの外部環境は好調で当社にとって追い風である 

訪日外客数の1～9月累計人数は14,487千人で2014年の年間在日外客数13,413千人を9月の段階
で超えた。 

今年の訪日外客数は1,900万人を超えて2020年の政府目標である2,000万人にせまる勢いである。 

訪日外客数の旅行消費額は1～9月累計で前年同期比77％増の２兆5,900億円に達し、過去最高で
あった昨年の通年実績（2兆円強）を既に上回っている。 

日本政府は成長戦略の一環として医療ツーリズムにも力を入れており、また、日本の高度医療の認
知度の向上に伴い、日本の医療に対する需要は増大すると考えられる。 

ＥＡＪではインバウンドの外部環境を好機と捉え、万全の体制作りに挑む 

ＥＡＪの外国人への日本の高度医療の紹介は2011年から実施しており、2011年には医療滞在ビザの
身元保証機関第１号にも指定された。外国人への医療コーディネートサービスのノウハウは豊富であり
業界の牽引役でもある。 

今回の医療渡航支援企業への認証により、さらに企業としての信頼が付き、今後インバウンド（外国
人患者受入）の業務が増大することが予想される。 

現在、ＥＡＪでは外国人患者インバウンド受入体制の強化に全社を挙げて取組んでおり、今後のイン
バウンド需要の増加に対応する。 
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EAJはあらゆるインバウンド案件に対応 

インバウンドには日本の高度医療受診を目的に訪日するケースと訪日外国人が日本で
病気や怪我をした場合の緊急医療対応ケースとの２種類がある。 

 いずれのインバウンド事業でも当社の国内医療機関とのネットワークを活用し、複数言語（英語、中国
語、ロシア語等）に通じ経験豊富な当社コーディネーターが日本基準のきめ細かいサービスを提供す
る。 

インバウンドの種類 ケース 当社の対応 今後の予測 

高度医療受診の紹介 

（事前問合せ型） 

高度先進医療の受診 
・がん重粒子線治療 
・内視鏡、 
・循環器、再生医療 
・人間ドッグ 等 

・医療機関コンサルテーション 
・来日から帰国までのアレンジメント 
・医療滞在ビザの取得サービス 
・24時間365日のコールセンター
サービス 
・通訳・翻訳、支払代行サービス 

認知度向上に伴い増加 

訪日外国人への 

緊急医療対応 

訪日外国人が病気や怪
我をした場合 
 

・適切な国内医療機関の紹介 
・通訳・翻訳、支払代行サービス 
・医療機関への支払方法相談（※） 
 

訪日外客数増に伴い 
増加 

※医療機関への支払は患者の方が海外で事前に旅行保険に加入されている場合、訪日後に国内旅行保険に加入した場合、保険に
入っていないため実費を負担していただく場合等によって異なります。 



Ⅶ. 海外危機管理について 



海外ではセキュリティリスクが増加している 
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グローバリゼーションの進展により、海外在勤者及び海外渡航者が現地で遭遇しうるセ
キュリティ・リスクは増大し、その内容も多様化・高度化・複合化している。 
 
以下は2015年に起こったテロの例 
3月にチュニジアの首都チュニスの国立博物館襲撃テロで、日本人3人を含む外国人観光客ら計21
人が死亡、40人以上が負傷。 
8月にタイのバンコクで爆弾テロが起こり、外国人14人を含む20人が死亡し、日本人１人を含む120人
以上が負傷した。 
10月にトルコの首都アンカラで自爆テロとみられる爆発が連続してあり、トルコ首相府は11日までに、
死者が95人に達したと発表した。負傷者は400人を超えたもよう。 

海外に進出する企業・大学・個人に危機管理体制の構築が求められている。 
企業や大学は海外でのリスクを回避するために、また万一リスクに遭遇した場合に被害を最小限にする
ために、リスク管理の責任者を配置するなど組織・体制を整備・強化することが不可欠となっている。 

 
※現実に企業の海外安全対策の組織体制強化が一層進んでいる。（2015年日本在外企業協会アンケートより） 
・本社に専任組織・専任担当者を配置する企業は85％（常設および緊急時の設置の合計）と増加した。 
・海外安全対策マニュアルを企業本社と海外拠点の両方、またはそれぞれに整備している企業が7割を超えるようになっ
た。 



ＥＡＪはセキュリティアシスタンスを強化・充実 
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2013年４月  Hill & Associates社と業務提携し、9月にアジア地域における企業向けセキュリティ・ 
         アシスタンス商品を開発 
2015年４月 ユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社(UHCG)との提携によりセキュリティ・アシスタンス 
                  を全世界で提供開始。 
2015年9月 スパーテント・グローバル・ソリューションズ社とパートナーシップ契約を締結 

 

⇒医療アシスタンスとセキュリティアシスタンスを組合せたトータルリスク管理を全世界で
「ワンストップ」で提供。 

 

 

 

 

 
 

 

※Hill & Associates社はアジアを主要事業地域とする国際的ビジネスリスク・インテリジェンス及びコンサルティング会社で
ある。 

※ユナイテッド・ヘルスケア・グローバル社はユナイテッド・ヘルス・グループ（NYSE: UNH）の関連会社であり、医療及び
セキュリティ・アシスタンスをはじめとする保健ソリューションを世界125か国でクロスボーダー展開している。 

※ スパーテント社は、危機対応の実務経験を豊富に有する複数のプロフェッショナルによって設立された会社で、アフリ
カ、中東、南米といった、いわゆるハードシップ地域で事業展開する企業や投資家に対して、リスク低減を主体としたコン
サルティングやアドバイザリーを提供するのみならず、世界各地での危機発生時のクライシス・マネージメント・サービスを
提供する会社である。 

医療 

アシスタンス 

セキュリティ 

アシスタンス 

トータル 

リスク管理 



セキュリティアシスタンスの必要性 
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緊急時の問題点 EAJのコーディネーター・提携専門家は 

海外赴任先における政情不安やテロ等
のセキュリティ情報が入手できない 
・現地情報・近隣地域に関するセキュリティ  
 情報がない 
・現地の新聞、ＴＶ等のメディアでは客観的
で正確なセキュリティ情報がつかめない 
 

セキュリティ上の事件発生や、悪化が認知された
場合の情報発信 
・注意喚起・警告・退避勧告の3種類の情報提供を
メール送信する。 
・対象となるリスクは政情不安だけでなく、自然災
害やエボラ出血熱のような感染症も対象となる。 
 

実際に政情不安やテロ等のセキュリティ
リスクが発生したが適確に対応できない 
・正確なセキュリティ情報ソースがない 
・政情不安、自然災害、暴動、テロ、監禁、
当局への拘束等の課題についてどこに問
合せてどう対応するべきなのかわからない 

セキュリティに関する情報を直接提供 
・ＥＡＪアラーム・センター内に設置する24時間365
日稼働のセキュリティ共有回線にいつでもアクセス
できる。 
・状況に応じセキュリティ・プロフェッショナルによる
電話でのアドバイスを受けられる。 

セキュリティリスクが最高度に高まった
ので国外に避難したい 
 

 
緊急避難のアレンジメントを行う 
・現地の治安状況が悪化した際、要請にもとづい
て国外等への緊急避難を実施する。 
・顧客の要請に基づき、セキュリティ・現地調査、緊
急避難計画を策定する。 
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医療アシスタンスの必要性 
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緊急時の問題点 EAJのコーディネーターは 

海外で病気や事故が発生したが、 
・現地情報・医療機関に関する情報がない 
・前払いで多額の料金を請求される 
・言葉が通じない 

患者の容体を把握し、適切な指示を行う。 
・病状に応じた適切な医療機関の案内 
・キャッシュレスサービスを利用できる医療機関の
案内、保険請求のための手続き 
・現地医師とのコミュニケーション支援 

独自で現地医療機関に緊急入院したが 
・病院のレベルが低い 
・言葉が通じないのでこのまま入院するのは
不安だ 

現地の医療レベル評価、関係者の渡行支援 
・現地治療状況のモニタリング 
・海外医療に詳しい日本人顧問医や専門医による
現地治療の評価及びセカンドオピニオンの提供 
・医療通訳派遣、家族等関係者の渡行支援 

本当は日本で医療を受けたいが 
・どうしたらいいのかわからない 
・日本のどこの病院に連絡すればいいのか
わからない 
・そもそも動けないので自力で日本に帰れ
ない 

 
搬送判断とアレンジメントを行う 
・患者を現地の医療に委ねるか、医療レベルの高
い近隣諸国あるいは日本に搬送するかを当社顧
問医が判断 
・コーディネーターは顧問医の判断に基づき搬送
チーム（医師・看護師・コーディネーター）を編成し
搬送を実施 
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アシスタンス会社利用で海外リスクを低減できる 
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●企業や大学は海外のセキュリティ・医療リスクをアシスタンス会社を利用することで低減することがで
きる。 
●セキュリティ・医療リスクの低減は長期的に見れば企業・大学のコスト削減につながる。 

※リスク低減効果はイメージであり、ある一定のパーセンテージを保証するものではありません。 

アシスタンス会社利用により 
トータルリスクが低くなる。 

トータルリスク 
 医療リスク 
 セキュリティリスク トータルリスク 

 医療リスク 
 セキュリティリスク 



海外24時間医療アシスタンスサービス 
海外における現地病院の紹介・予約                      

電話による医療通訳サービス  

入院費・治療費の支払保証・支払代行  

治療状況のモニタリング・セカンドオピニオンの提供                 

通訳の派遣 

緊急医療搬送（近隣医療先進国・日本への搬送） 
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当社が法人・大学に提供するサービス 

海外医療コンサルティングサービス 
事業進出拠点の保健衛生状況調査 

信頼できる医療機関調査 

万が一の場合の緊急対応計画とその必要経費などの事前調査  

セキュリティサービス 
24時間365日アクセスできるセキュリティ・ホット・ライン 

◆セキュリティ上の注意喚起及び警告のメール配信（全世界対象) 

セキュリティ・プロフェッショナルによる電話アドバイス 

現地セキュリティ・プロフェッショナルの動員によるアシスタンス・サービス 
   現地の治安状況が悪化した際、最寄りの安全適地への 緊急国外避難支援 

 

セキュリティ関連情報例 

■【今週のトピックス】■  

◎ バングラデシュ 首都ダッカで爆弾テロ 

バングラデシュの首都ダッカで10月24日、シーア派モスクを狙
った爆弾テロが発生し、少なくとも1人が死亡また数十人以上
が負傷した。10月24日は、イスラム教シーア派の宗教行事ア
ーシューラー（3代目イマーム哀悼祭）祭の日にあたり、信者が
集まっていた。 

◎ パキスタン 南部で爆弾テロが発生 

パキスタン南部シンド州で10月23日、ジャコババードのシーア
派モスクを狙った爆弾テロが発生し、少なくとも16人が死亡ま

た多数が負傷した。また南西部バロチスタン州のバーグでも
10月22日、シーア派モスクを狙って爆弾テロが起き、少なくと
も10人が死亡している。 

◎ キルギスタン 治安部隊が武装組織幹部を射殺 

キルギスタンの首都ビシケク近郊で10月22日、治安部隊が逃
亡中の武装組織の幹部を射殺した。射殺された幹部は10月
11日、首都ビシケク近郊の刑務所から8人の受刑者と共に脱
獄し、首都ビシケク近郊の共同住宅に潜伏していた。 

 

緊急医療対応計画のシュミレーション例 



アシスタンスで 
お客様の世界を広げる 
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本説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、現時点で入手可能な情報に基づき判
断したものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおりま
す。それらの不確実性には、業界ならびに市場の状況、金利、為替変動、国内外の事業に影
響を与える政府の法規制といった国内及び国際的な経済状況などが含まれますが、これらに
限定されるものではありません。今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても
、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正をおこなう義務を負うものではありま
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